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 In the case with the junior high school student, in regular classroom the process where the high 
functioning autism child who had the characteristic that sharing the experience with others is difficult 
had affirmed the self by the change of surrounding people was analyzed. As a result, we found the 
following step that 1) the high functioning autism child first is understood by the classroom teacher 
(experience of connecting with others), 2) The child of the class understands the high functioning 
autism child based on the understanding of the classroom teacher , 3) the child with high functioning 
autism is accepted by the member of the class (experience of connecting with the child group) and 
comes to get self-affirmative feeling gradually. In addition, the high functioning autism child can 
acquire the self-affirmative feeling by the experience of connecting with others, and in their support, I 
suggest that it is important how to make the experience of connecting with others. 
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― 通常学級でのある取り組みから ― 
 
The self-esteem of the child with the high functioning autism and the member of the class 
－analyzing a case in regular classroom－ 
 
 
越 野 由 香
教職課程
実践女子短期大学紀要 第32号（2011） 






物理的に構造化することで当事者がより生活しやすくしていくという TEACCH（Treatment and 
Education of Autistic and related Communication handicapped CHildren）プログラム（内山、2006）や、
社会生活上の具体的場面で必要なコミュニケーションスキルやストレス発散のためのスキルなど
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２．事例 
 本事例は、筆者がスクールカウンセラー（以下 SC）として勤務した、中学校の通常学級におけ
る高機能自閉症児 A をとりまく教育実践である。ここでは中２～中３の２年間について、SC か







任は両者とも 40 代であり、養護教諭は初任者である。 
















 夏休みに担任が母親と面談し、A の学校での様子を伝え SC との相談をすすめると、母親も専









































 一方で、この頃 A の意固地さも目立ってきたという。「僕が悪いのはわかっているけど、周り
の人達があんな風に言うからあやまらない！」と主張して引かないなど良くも悪くもトラブルが
多く、担任は A とクラスの子どもたちの間の「通訳」が大変とのことだった。 
 SC も A と個別に話す機会をつくってもらい、また授業参観等により臨床像を確認した。 
 
THE BULLETIN OF JISSEN WOMEN’S JUNIOR COLLEGE VOL.32 (2011) 































に教えていくことになっている。A については、クラスメートの C が教える担当に名乗りをあげ
た。毎日 C が A にゆっくりゆっくり教え、踊りが極端に苦手な A も投げ出さずに何とか最後ま
でついていく。途中 A は足を怪我したが、C が保健室へついて行き、手当てした後「さあ、行こ
うぜ！」と声をかけられ一緒に練習に戻って行った。学年種目への参加について、担任は練習を
積めば可能と考えていたが、雨天で練習ができない状況が続き、ぶっつけ本番になるかもしれな
いが、そうなると A の参加は難しいかもしれないと心配していた。A は運動会当日の学年種目は
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 これは高機能自閉症を抱える A が、いわゆる個別指導を受ける機会がなかったからこそ、いわ
ば A が適応に向けて変わるのではなく、母親、教師、子ども集団という周りが変わることで、当
事者である A も自分なりに周囲とつながり、自分を肯定していくことができた事例である。ここ
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せなければと A に対しきびしく関わったり、A の課題を自分が代わりに済ませたりといった対応










２）A は「困った子」から「困っている子」へ周囲の見方が変わる（中２ ２学期） 
 担任は A の行動の背景を理解するために試行錯誤する。行動の背景に注目するということは、
当初の A は「困った子」であるという見方から A は「困っている子」であるという見方へ担任の
視点が変わったことを意味するであろう。高機能自閉症の子どもは、日常生活を送るうえで他者
の意図を行動や表情や仕草などの非言語的表現から推測することが困難であるが、それを言語に




つまり A の気持ちが担任に共有されたのであり、A はここで「他者とつながる経験」（別府、2009）
をしたことになる。 




か。しかしここでは他人への共感が困難な A に対し、担任が彼の内面に共感していくことで A は
他者との「共有」体験ができた。そして自分のことをわかってくれる人には、「人は分かるけれど、
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